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森のひろば 近畿中国森林管理局
大阪市北区天満橋１－８－７５
〒530-0042　TEL 050-3160-6763
http://www.kinki.kokuyurin.go.jp

19年 10月

№ 980フォレスト・ニュース

森林環境教育の充実に向けて

　　   この用紙は、日本の森林を育てるために間伐材を使用しています（間伐材10%+古紙90%）
【関連記事は2頁】

　箕面森林環境保全ふれあいセンターでは、昨年度作成した「森林環境教育プログラム」
の普及に向けて、箕面国有林内において森林管理署等の担当職員と「森林・林業の普及
に関するネットワーク」に加入する森林ボランティア団体の代表者及び箕面市等の小中
学校の新任教員を対象とした「森林環境教育体験ワークショップ」を開催しました。

写真：小中学校教員による「森林環境教育プログラム」体験の様子
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〜
森
林
環
境
教
育
の
推
進
の
た
め
に
〜

　
箕
面
森
林
環
境
保
全
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

で
は
、
森
林
環
境
教
育
を
推
進
す
る
た
め
、

昨
年
度
、
教
育
関
係
者
、
教
育
行
政
担
当
者

な
ど
専
門
家
に
よ
る
検
討
委
員
会
を
開
催

し
、
小
学
校
五
年
生
を
モ
デ
ル
と
し
て
「
森

林
環
境
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム(

子
ど
も
向
け)
」

を
作
成
し
ま
し
た
。

　
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
特
徴
は
、
子
ど
も
達

が
間
伐
作
業
や
森
林
観
察
な
ど
の
体
験
を
通

し
て
五
感
で
森
林
を
と
ら
え
、
そ
れ
を
振
り

返
り
な
が
ら
、
森
林
の
役
割
と
人
と
の
か
か

わ
り
に
つ
い
て
、
自
ら
の
知
識
や
知
恵
と
し

て
獲
得
し
て
い
く
過
程
を
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
と

し
て
ま
と
め
た
点
で
す
。

　
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
普
及
す
る
た
め
、
八

月
二
三
日(

木)

、
二
四
日(

金)

の
二
日
間
に

わ
た
っ
て
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま

し
た
。

　
一
日
目
は
、
森
林
管
理
署
等
の
担
当
職
員

(

一
四
名)

、「
森
林
・
林
業
の
普
及
に
関
す
る

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
に
加
入
す
る
森
林
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
の
代
表
者(

二
一
名)

を
対
象

に
、
検
討
委
員
会
委
員
を
講
師
と
し
て
、
森

林
環
境
教
育
の
理
論
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
組
み

立
て
方
の
レ
ク
チ
ャ
ー
が
あ
り
、「
社
会
人

や
学
生
な
ど
に
対
す
る
森
林
環
境
教
育
の
展

望
」「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
学
校
の
マ
ッ
チ
ン

グ
の
た
め
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
」
な
ど
森
林

環
境
教
育
を
進
め
て
い
く
上
で
の
課
題
等
に

つ
い
て
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
二
日
目
の
午
前
中
は
、
大
阪
府
箕
面
市
の

箕
面
国
有
林
に
お
い
て
、
一
日
目
の
参
加
者

に
加
え
て
小
中
学
校
の
教
員
の
方
々(

二
八

名)

が
参
加
し
、
七
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
わ
か

れ
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
方
と
森
林
管
理
署
等

の
職
員
が
指
導
役
、
教
員
の
方
が
子
ど
も
役

に
な
っ
て
、
間
伐
、
枝
払
い
、
玉
切
り
、
皮

箕
面
森
林
環
境
保
全
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

森林環境教育プログラムの体験森林環境教育プログラムの体験森林環境教育プログラムの体験森林環境教育プログラムの体験森林環境教育プログラムの体験

伐倒、枝払い、玉切りなど一連の間伐作業を体験

体験を通じて木や森林を診る体験をふりかえり思考を進化させる

ワークショップ１日目の様子
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剥
な
ど
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
際
に
体
験
し
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
な
活
動
を
通
じ
て
指
導
役
の

方
か
ら
「
船
頭
が
二
人
に
な
ら
な
い
よ
う
に

気
を
遣
っ
た
」「
子
ど
も
達
が
理
解
し
や
す

い
よ
う
に
工
夫
し
て
い
き
た
い
」
な
ど
の
感

想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。一
方
、子
ど
も
役(

教

員)

の
方
か
ら
「
な
ぜ
ヒ
ノ
キ
の
切
り
口
の

中
心
に
近
い
部
分
は
乾
い
て
い
て
、
外
側
に

近
い
部
分
は
湿
っ
て
い
る
の
か
」
な
ど
の
質

問
や
「
森
林
の
機
能
の
話
を
聞
け
て
良
か
っ

た
」「
ヒ
ノ
キ
の
皮
を
剥
い
で
触
れ
る
と
水

分
を
た
く
さ
ん
含
ん
で
い
て
、
木
が
生
き
て

い
る
こ
と
を
実
感
し
た
」
な
ど
の
感
想
が
聞

か
れ
ま
し
た
。

　
午
後
は
、
近
く
の
勝
尾
寺
応
頂
閣
の
研
修

室
に
移
動
し
、
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
に
よ
り
モ

デ
ル
校
に
お
け
る
実
践
の
様
子
を
観
た
後
、

講
師
か
ら
、「
学
校
で
森
林
環
境
教
育
を
進

め
る
ポ
イ
ン
ト
」
に
つ
い
て
レ
ク
チ
ャ
ー
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
教
員
の
方
か
ら
は
「
森
林

が
無
い
地
域
の
子
ど
も
に
林
業
の
教
育
を
す

る
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
」「
豊
中
の

小
学
校
で
も
二
学
期
の
平
日
に
、
国
有
林
に

間
伐
体
験
を
依
頼
で
き
る
の
か
」
な
ど
の
具

体
的
な
質
問
や
「
楽
し
く
森
と
接
す
る
こ
と

を
第
一
と
し
、
間
伐
を
行
う
意
味
、
木
を
育

て
て
い
く
意
味
を
教
え
た
い
」
な
ど
の
感
想

が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
の
体
験
等

を
踏
ま
え
、
各
森
林
管
理
署
等
段
階
で
、
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
活
用
や
普
及
の
具
体
的
な
取
組

の
進
展
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
近
畿
中
国
森
林
管
理
局
で
は
、九
月
十
八

〜
十
九
日
の
二
日
間
に
わ
た
り
、
岡
山
県
新

見
市
古
谷
国
有
林
に
お
い
て
、
局
管
内
の
林

業
事
業
体
、
当
局
職
員
な
ど
百
二
十
名
の
参

加
を
得
て
、
低
コ
ス
ト
路
網
現
地
検
討
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

　
近
年
の
、
地
球
温
暖
化
防
止
に
向
け
二
酸

化
炭
素
の
吸
収
源
対
策
と
し
て
多
様
で
健
全

な
森
林
整
備
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
お

り
、
間
伐
の
着
実
な
推
進
が
不
可
欠
で
す

が
、
間
伐
か
ら
生
産
さ
れ
る
材
の
価
格
は
必

ず
し
も
高
く
は
な
く
、
事
業
の
採
算
性
を
向

上
さ
せ
る
と
と
も
に
森
林
整
備
を
円
滑
に
推

進
し
て
い
く
た
め
に
は
、
素
材
生
産
に
係
る

ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト
の
縮
減
を
図
る
こ
と
が
重

要
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
昨
年
は
、
高
知

県
四
万
十
町
方
式
に
よ
る
道
づ
く
り
技
術
を

取
り
入
れ
た
現
地
検
討
会
を
開
催
し
た
ほ

か
、
管
内
の
先
進
的
な
取
組
を
行
っ
て
い
る

林
業
地
の
視
察
を
繰
り
返
す
な
ど
、
路
網
作

設
技
術
の
確
立
に
向
け
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。

　
今
年
度
は
昨
年
度
か
ら
の
取
組
を
踏
ま
え

当
局
管
内
の
地
域
の
特
性
に
応
じ
た
「
近
畿

中
国
局
版
路
網
仕
様
書
」
を
作
成
す
る
と
と

も
に
、
技
術
開
発
課
題
と
し
て
「
低
コ
ス
ト

路
網
を
活
用
し
た
効
率
的
な
間
伐
方
法
の
確

立
」
に
つ
い
て
取
組
を

始
め
た
ほ
か
、
試
行
的

に
事
業
を
発
注
し
た

と
こ
ろ
で
す
。
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催

　
今
回
、
現
地
検
討
会
で
は
、
試
行
的
に
事

業
を
発
注
し
た
箇
所
に
お
い
て
、
本
局
版
の

低
コ
ス
ト
作
業
路
網
の
規
格
・
作
設
方
法
に

つ
い
て
検
討
を
行
っ
た
も
の
で
、
事
業
を
受

注
い
た
だ
い
た
戸
川
木
材
の
戸
川
睦
徳
社
長

か
ら
、
路
網
の
開
設
方
法
、
路
盤
安
定
の
た

め
の
木
組
方
法
の
説
明
の
ほ
か
、
路
網
と
高

性
能
林
業
機
械
を
組
み
合
わ
せ
た
作
業
シ
ス

テ
ム
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
、
路
網
の
作
設
技
術
の
高

さ
に
感
嘆
す
る
と
と
も
に
、
今
回
の
検
討
会

に
参
加
し
た
こ
と
で
「
得
る
も
の
が
多
か
っ

た
」
と
の
声
が
聞
か
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

説明を受ける参加者

写真上：路網
写真右：木組みによる路肩
　　　  処理

写真左：間伐事業実行箇所
（日が差しているところが伐採
箇所）

写真右：伐採された間伐木を作業道上
からロングリーチグラップルにより引
き出している様子
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　安全で楽しいハイキングをしよう！　安全で楽しいハイキングをしよう！　安全で楽しいハイキングをしよう！　安全で楽しいハイキングをしよう！　安全で楽しいハイキングをしよう！　　　　　　職員厚生課

　ハイキングに出かけるには良い季節となりましたが、野山にはいろいろ
な危険がたくさん潜んでいます。
　どんな場所に出かけるかによって注意すべき点や危険も異なります
が、次の点に注意して「「「「「安安安安安全全全全全ででででで楽楽楽楽楽しししししいいいいい」」」」」ハイキングに出かけましょう！

★落石や滑りやすい路面に注意しましょう！★落石や滑りやすい路面に注意しましょう！★落石や滑りやすい路面に注意しましょう！★落石や滑りやすい路面に注意しましょう！★落石や滑りやすい路面に注意しましょう！
　多くの人が使うコースでも、歩きにくい場所があったり、石や岩が多くて転びやすいことがあ
ります。特に下りはケガをしやすいので慎重に歩きましょう。
★地図★地図★地図★地図★地図・・・・・コンパスコンパスコンパスコンパスコンパス（（（（（方方方方方位位位位位磁磁磁磁磁石石石石石）））））は必ず持って行こう！は必ず持って行こう！は必ず持って行こう！は必ず持って行こう！は必ず持って行こう！
　身近なハイキングコースでも道に迷う人や、前の人とはぐれて道に迷って遭難する事故が時々
発生しています。
★ハイキングに適した服装を着用しましょう！★ハイキングに適した服装を着用しましょう！★ハイキングに適した服装を着用しましょう！★ハイキングに適した服装を着用しましょう！★ハイキングに適した服装を着用しましょう！
　場所によっては半袖でもOKですが、できれば、長袖・長ズボンで動きやすい服装を着用しま
しょう。靴は登山靴かトレッキングシューズをはきましょう。
★山には怖い動物がたくさんいますので注意しましょう！★山には怖い動物がたくさんいますので注意しましょう！★山には怖い動物がたくさんいますので注意しましょう！★山には怖い動物がたくさんいますので注意しましょう！★山には怖い動物がたくさんいますので注意しましょう！
　奥山ではクマやイノシシ、サルに遭遇する可能性があります。（近年では里山にも出没してい
ます）また、特に注意すべき動物はハチですが、近年ヤマビルの被害が急増していますので注
意が必要です。

ハチ刺され対策　―自動注射器―
　ハチ刺されによる被害は、全国で毎年３０名程度の人が亡くなられて
います。死亡の原因はハチ毒に起因するアナフィラキシーショックによ
るものです。（※アナフィラキシーとは、ハチ毒や食物、薬物等が原因
で起こる、急性アレルギー反応のひとつです。）
　国有林では、平成７年度から治験的扱いで自動注射器を所持し、効果
を上げてきました。平成１５年８月からは、医師の診察・処方に基づく
販売が開始されています。（自動注射器について詳しく知りたい方は、
医療機関か最寄りの森林管理署等へおたずね下さい。）

ヤマビル対策
　ヤマビルは円筒形で体長は２～５㎝、 体の前後腹面に吸盤があり、

ほふく運動（尺取り虫のように）で人や動物に付着し吸血します。
　吸血の際に、吸血時の痛みをなくし、血液の凝固を妨げる「ヒルジ
ン」という物質を出すため、吸血されていることに気づかず、吸血後も
傷跡から出血が続きます。
○吸血されないためには？
　忌避剤を靴や衣類に塗る方法があります。市販の虫除けスプレーなど
でも短時間なら効果があります。（ヤマビル専用の忌避剤なら効果の持
続性が高まります。）
○吸血されたら？
　１）吸血しているヒルをすぐに除去します。無理に除去してもかまいませんが、皮膚を損傷することがあるの
     で、たばこの火を付けたり塩をかけたりすればすぐ取れます。
　２）傷口から血を押し出すようにして、血と一緒に「ヒルジン」の成分を流し出す。
　３）抗ヒスタミン剤（虫さされ用軟膏など）を塗布し、絆創膏などで傷口をふさぐ。

山の天候は急変します。天気予報をはじめ事前に現地の情報を入手しておきましょう。
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が
ぎ
ゅ
う
ざ
ん

　
歴
史
ロ
マ
ン
と
自
然
豊
か
な
臥
牛
山
国
有
林

岡
山
森
林
管
理
署
⑱

た
か
は
し

　
高
梁
市
街
地
の
後
背
地
に
位
置
す
る
臥

牛
山
は
、
古
く
は
「
松
山
」
と
呼
ば
れ
て

い
ま
し
た
が
、
江
戸
時
代
に
入
り
、
牛
が

伏
せ
た
姿
に
似
て
い
る
こ
と
か
ら
「
臥
牛

山
」
と
呼
ば
れ
、
現
在
で
は
市
民
の
憩
い

の
場
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
古
来
、
高
梁
は
「
備
中
の
国
」
と
し
て

高
梁
川
流
域
の
交
通
、
政
治
、
経
済
の
中

心
と
し
て
栄
え
戦
国
時
代
は
、
三
村
、
毛

利
の
戦
い
の
地
と
し
て
、
尼
子
氏
の
再
興

を
願
っ
た
山
中
鹿
之
介
終
焉
の
地
と
し
て

有
名
で
あ
り
、
関
ヶ
原
の
合
戦
後
徳
川
家

康
は
、
毛
利
氏
か
ら
領
土
を
取
り
上
げ
小

堀
遠
州
に
備
中
国
奉
行
と
し
て
治
め
さ

せ
、
以
後
、
藩
主
は
水
谷
氏
へ
と
変
遷
し

ま
し
た
が
、
現
存
す
る
「
備
中
松
山
城
」
は

水
谷
氏
の
時
代
に
大
修
築
が
行
わ
れ
、
最

後
の
藩
主
老
中
板
倉
勝
静
氏
に
至
り
ま
し

た
。 
ま
た
、
こ
の
松
山
城
は
国
指
定
の
重

要
文
化
財
と
し
て
、
日
本
一
高
い
所
に
あ

る
城
と
し
て
も
有
名
で
す
。

　「
臥
牛
山
国
有
林
」
は
、
こ
の
城
を
取
り

囲
む
形
で
所
在
し
、
面
積
は
一
三
四
㌶
で

臥
牛
山
風
景
林
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
西
向
き
斜
面
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
一

〇
〇
年
生
以
上
の
天
然
林
で
、
植
生
は
変

化
に
富
み
貴
重
な
自
然
が
残
り
、
中
で
も

「
森
の
巨
人
た
ち
百
選
」
に
指
定
さ
れ
た

「
臥
牛
山
の
ア
ベ
マ
キ
」
は
市
民
か
ら
親

し
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
一
帯
は

天
然
記
念
物
「
臥
牛
山
の
サ
ル
」
の
生
息

地
と
な
っ
て
い
る
ほ
か
、
四
季
を
通
じ
て

野
鳥
、
昆
虫
が
多
く
、
岡
山
県
内
で
も
有

数
の
自
然
観
察
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
東
向
き
斜
面
は
、
林
令
九
〇
〜
一
〇
〇

年
生
の
ヒ
ノ
キ
人
工
林
が
広
が
り
、
文
化

財
修
復
の
た
め
必
要
な
檜
皮
を
、
平
成
一

五
年
度
に
岡
山
県
内
の
国
有
林
で
初
め
て

採
取
し
ま
し
た
。

　
備
中
松
山
城
の
飲
料
水
貯
水
池
「
大

池
」(

国
史
跡)

付
近
の
ヒ
ノ
キ
人
工
林(

面

積
約
一
㌶
林
令
九
七
年
生)

は
、
平
成
一

六
年
一
〇
月
に
襲
来
し
た
台
風
二
三
号
に

よ
り
風
倒
木
被
害
を
受
け
、
平
成
一
七
年

度
に
風
倒
木
処
理
を
行
い
ま
し
た
が
、
現

地
に
は
車
道
が
な
い
こ
と
や
景
観
等
に
配

慮
し
て
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
り
風
倒
木

と
周
辺
の
ヒ
ノ
キ
人
工
林
間
伐
木(

面
積

一
二
．
八
㌶
林
令
八
六
年
生)

の
搬
出
を

行
い
ま
し
た
。
集
材
に
当
た
っ
て
は
、
天

然
記
念
物
ニ
ホ
ン
ザ
ル
の
生
態
に
配
慮

し
、
地
元
教
育
委
員
会
等
と
連
携
を
図
り

な
が
ら
事
業
を
行
い
、
更
に
は
、
被
害
跡

地
の
一
部
に
、
学
校
植
林
活
動
の
一
環
と

し
て
、
高
梁
市
立
川
面
小
学
校
の
児
童
八

〇
人
が
シ
バ
ク
リ
、
ア
ベ
マ
キ
、
イ
ロ
ハ

モ
ミ
ジ
、
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
を
二
五
〇
本
植
栽

す
る
な
ど
、
緑
化
意
識
の
高
揚
を
図
り
ま

し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
臥
牛
山
国
有
林
は
、
多
種

多
様
な
機
能
を
持
つ
森
林
で
あ
り
、
こ
れ

か
ら
も
地
域
住
民
と
共
に
貴
重
な
自
然
を

守
り
育
て
て
い
く
考
え
で
す
。

　
高
梁
市
の
観
光
：
城
下
町
と
し
て
武
家
屋
敷
や
頼
久

寺
庭
園(

小
堀
遠
州
作
庭)

の
外
、
ベ
ン
ガ
ラ
で
有
名
な

吹
屋
ふ
る
さ
と
村
等
が
あ
り
、
映
画
ロ
ケ
地
と
し
て
も

有
名
で
、「
男
は
つ
ら
い
よ
」（
フ
ー
テ
ン
の
寅
）
の
第

八
作
、
第
三
二
作
と
し
て
、
ま
た
、「
八
つ
墓
村
」
ロ
ケ

地
の
広
兼
邸
等
が
あ
り
ま
す
。
　

備中松山城

森の巨人たち百選
臥牛山のアベマキ

臥牛山のサル

児童による植樹活動の様子
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【
滋
賀
森
林
管
理
署
】
大
津
市
と
栗
東
市

に
ま
た
が
る
近
江
湖
南
ア
ル
プ
ス
自
然

休
養
林
（
一
丈
野
地
区
）
に
お
い
て
、
管

理
運
営
協
議
会
（
代
表
　
宮
浦
富
保
龍

谷
大
学
教
授
）
の
主
催
に
よ
る
「
森
と

の
ふ
れ
あ
い
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
」
が
夏

休
み
期
間
（
七
月
二
一
日
〜
九
月
二
日
）

に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
管
理
運
営
協
議
会
は
、
本
自
然
休
養

林
及
び
周
辺
区
域
を
対
象
に
、
自
然
環

境
の
保
全
や
森
林
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

利
用
の
推
進
を
目
的
と
し
て
今
年
三
月

に
設
立
さ
れ
、
本
年
度
活
動
計
画
に
基

づ
き
普
及
宣
伝
の
た
め
に
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
「
た
ま

み
ず
き
の
道
」
や
「
逆
さ
観
音
」
な
ど
四

箇
所
以
上
を
回
り
ス
タ
ン
プ
を
押
し
て

応
募
す
る
も
の
で
、
百
名
近
い
応
募
が

あ
り
ま
し
た
。
応
募
は
が
き
に
は
、
ほ

ぼ
毎
週
散
策
で
利
用
し
て
い
る
方
や
、

ラ
リ
ー
を
通
じ
て
自
然
休
養
林
を
気
に

入
っ
た
方
な
ど
か
ら
感
想
が
寄
せ
ら
れ
、

管
理
運
営
協
議
会
は
、
こ
れ
ら
を
励
み

自
然
休
養
林
で
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
開

催
各
署
等
の
取
組
・
行
事
の
紹
介

に
今
後
も
積
極
的
に
活
動
を
展
開
し
て

い
き
ま
す
。

　
な
お
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
は
、
一
丈

野
駐
車
場
の
駐
車
料
金
に
含
ま
れ
る
協

力
金
を
活
用
し
て
実
施
し
ま
し
た
。 百名近い応募

神
戸
布
引
公
園
で
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
森
林
教
室
を
開
催

【
兵
庫
森
林
管
理
署
】
七
月
二
九
日
、
神

戸
市
中
央
区
の
布
引
公
園
で
市
民
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
一
般
市
民
を
対
象
と

し
た
森
林
教
室
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
催
し
は
、
近
く
の
東
山
国
有
林

で
除
伐
作
業
な
ど
の
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
活
動
を
し
て
い
る
「
森
に
親
し
む

会
」
が
主
催
、
兵
庫
森
林
管
理
署
な
ど

が
後
援
し
開
催
さ
れ
た
も
の
で
、
公
募

に
よ
る
参
加
者
の
ほ
か
、
ハ
イ
キ
ン
グ

中
に
飛
び
入
り
で
参
加
し
た
人
も
含
め

四
０
名
余
り
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
署
森
林
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
に
よ
る
国

有
林
の
紹
介
、
森
林
の
働
き
や
山
の
地
図

の
見
方
、
植
物
の
話
の
あ
と
、
ミ
ニ
ュ

チ
ュ
ア
の
椅
子
作
り
や
竹
ポ
ッ
ク
リ
、
水

鉄
砲
、
シ
ュ
ロ
の
葉
を
折
っ
て
作
る
バ
ッ

タ
な
ど
の
木
工
ク
ラ
フ
ト
を
楽
し
み
ま
し

た
。

  

暑
い
一
日
で
し
た
が
、
森
の
木
陰
の
中

で
、
子
供
達
は
思
い
思
い
の
も
の
を
一
生

懸
命
作
っ
て
い
ま
し
た
。
な
か
に
は
、
作

り
あ
げ
た
竹
ポ
ッ
ク
リ
に
乗
っ
た
ま
ま
帰

る
子
も
い
ま
し
た
。

夏
休
み
子
ど
も
自
然
観
察
会

【
島
根
森
林
管
理
署
】
八
月
五
日
、
大
志
戸

国
有
林
内
「
連
合
の
森
」
に
お
い
て
、
連

合
島
根
主
催
に
よ
る
「
二
〇
〇
七
夏
休
み

こ
ど
も
自
然
観
察
会
」
が
二
〇
組
約
五
〇

名
の
親
子
が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
子
供
た
ち
は
、
当
署
職
員
か
ら
森
林
の

大
切
さ
の
お
話
や
紙
芝
居
を
見
た
あ
と
、

森
林
散
策
を
行
い
ま
し
た
が
、
大
き
な
ホ

オ
の
木
の
葉
っ
ぱ
に
大
声
を
上
げ
て
驚
い

て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
魚
の
つ
か
み
取
り
で
は
、
楽
し

さ
い
っ
ぱ
い
に
大
騒
ぎ
で
、
転
ん
で
服
が

ビ
シ
ョ
ビ
シ
ョ
に
な
り
な
が
ら
ニ
ジ
マ
ス

を
追
っ
か
け
ま
し
た
。
そ
の
後
、
自
分
で

捕
ま
え
た
魚
を
焼
い
て
「
お
い
し
い
ね
、

お
い
し
い
ね
」
の
声
が
飛
び
交
っ
て
い
ま

職員の説明に聴き入る参加者

木工クラフトを楽
しむ参加者
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夏
休
み
親
子
ふ
れ
あ
い
１
D
A
Y

キ
ャ
ン
プ
を
開
催

【
滋
賀
森
林
管
理
署
】
八
月
三
日
（
金
）、
近

江
湖
南
ア
ル
プ
ス
自
然
休
養
林
（
一
丈
野

国
有
林
）
に
お
い
て
、
公
募
に
よ
る
約
六

〇
名
の
親
子
連
れ
が
、
林
内
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
、
ト
ン
ボ
採
り
等
を
通
じ
て
、
森
林
・

水
・
生
き
物
の
関
わ
り
を
楽
し
く
学
ぶ
イ

ベ
ン
ト
を
龍
谷
大
学
里
山
オ
ー
プ
ン
リ

サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
と
の
共
催
で
実
施
し
ま

し
た
。

 
 

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
遊
歩
道

「
た
ま
み
ず
き
の
道
」
を
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

す
る
途
中
で
は
、
葉
っ
ぱ
ジ
ャ
ン
ケ
ン
や

ト
ン
ボ
採
り
で
自
然
に
ふ
れ
あ
い
、
ミ
ニ

森
林
教
室
を
通
じ
て
琵
琶
湖
の
水
の
源
を

考
え
、
堰
堤
の
堆
砂
池
で
魚
つ
か
み
を
す

る
な
ど
、
夏
休
み
の
一
日
を
自
然
休
養
林

で
楽
し
く
過
ご
し
ま
し
た
。
ま
た
、
昆
虫

に
詳
し
い
龍
谷
大
学
の
先
生
か
ら
、
虫
採

り
網
の
上
手
い
使
い
方
な
ど
の
話
や
実
演

を
受
け
て
、
子
ど
も
た
ち
は
目
を
輝
か
せ

て
い
ま
し
た
。

　
な
お
、
龍
谷
大
学
と
滋
賀
署
は
、
平
成

一
七
年
七
月
に
締
結
し
た
覚
書
に
基
づ

き
、
今
後
も
様
々
な
行
事
・
研
究
活
動
を

通
じ
て
協
力
を
深
め
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。

※
た
ま
み
ず
き
の
道
：
車
椅
子
の
方
や
ベ
ビ
ー

カ
ー
の
子
ど
も
連
れ
で
も
気
軽
に
森
林
内
の
散
策

が
で
き
る
よ
う
に
、ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の

手
法
を
取
り
入
れ
た
遊
歩
道
で
、平
成
一
五
年
度

に
整
備
。名
称
は
冬
に
赤
い
実
を
着
け
る
モ
チ
ノ

キ
科
の
高
木
タ
マ
ミ
ズ
キ
が
遊
歩
道
周
辺
に
生
育

し
て
い
る
こ
と
に
ち
な
ん
で
名
付
け
ら
れ
た
。

し
た
。

　
午
後
か
ら
は
、
夏
休
み
の
絵
日
記
作

り
。
ヒ
ノ
キ
の
板
に
「
今
日
の
一
ペ
ー
ジ
」

と
題
し
て
竹
や
木
の
実
を
貼
り
付
け
立
派

な
作
品
が
出
来
ま
し
た
。
こ
の
絵
日
記
は

夏
休
み
の
思
い
出
と
し
て
各
自
が
記
念
に

持
ち
帰
り
ま
し
た
。

タイ王室林野局　ラムウィライ長官ら来訪

　九月四日、 日本・タイ両国の森
林の管理経営に関する情報交換と
森林・林業分野の友好を深めるこ
とを目的に、タイ王室林野局のラ
ムウィライ長官ほか七名が来訪し、
箕面国有林の視察ならびに局幹部
との森林・林業の経営についての
意見交換を行いました。
 　タイでは、違法伐採などによる
環境問題を背景に造林についての
国民への普及啓発が大きな課題と
なっていることもあり、箕面国有林（大阪府箕面市）においては、都市近郊林における森
林施業や森林ボランティア活動、森林環境教育への取組についての説明に熱心に聴き入っ
ていました。
　また、意見交換の場では、山火事や有害鳥獣の被害への対応、違法伐採に対する取り締
まりなど、国有林における森林管理の手法や組織体制について高い関心を示していました。

箕
面
国
有
林
を
視
察
す
る
ラ
ム
ウ
ィ
ラ
イ
長
官
ら
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私
の
意
見

　　　　　
温
故
創
新

温
故
創
新

温
故
創
新

温
故
創
新

温
故
創
新
・
輝
き
再
び
石
見
銀
山

島
根
県
大
田
市
長
　
竹
腰
　
創
一

石
見
銀
山
遺
跡
は
さ
る
七
月
二
日
、

日
本
で
一
四
番
目
の
世
界
遺
産
に
登

録
さ
れ
ま
し
た
。

順
調
に
進
ん
で
い
た
登
録
準
備
を
大

き
く
揺
る
が
し
た
世
界
遺
産
の
審
査

機
関
に
よ
る
「
登
録
延
期
」
の
勧
告
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
一
挙
に
登
録
さ
れ

た
こ
と
も
あ
っ
て
地
元
の
喜
び
は
格

別
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

さ
て
、
石
見
銀
山
遺
跡
の
世
界
遺
産

登
録
に
あ
た
っ
て
の
最
大
の
ポ
イ
ン

ト
は
「
産
業
と
自
然
の
共
生
」
で
し

た
。ご

存
知
の
よ
う
に
鉱
業
は
自
然
に
負

荷
を
か
け
る
事
の
多
い
産
業
で
あ
り
、

特
に
産
業
革
命
以
降
は
、
鉱
石
を
採

掘
す
る
と
山
の
形
、
地
形
が
変
わ
る

ぐ
ら
い
に
破
壊
さ
れ
る
の
が
常
で
す
。

　
し
か
し
、
石
見
銀
山
で
は
銀
鉱
脈

に
沿
い
、
自
然
に
や
さ
し
い
人
力
・
手

作
業
で
採
掘
さ
れ
、
し
か
も
森
林
資

源
を
管
理
し
、
安
定
的
に
精
錬
が
実

施
さ
れ
た
た
め
、
自
然
を
大
き
く
損
じ

る
こ
と
な
く
、
か
つ
共
生
し
た
姿
で
操

業
を
終
え
た
た
め
に
遺
跡
も
自
然
の
中

に
溶
け
込
ん
だ
形
で
残
す
事
に
な
り
ま

し
た
。

こ
れ
は
石
見
銀
山
の
最
盛
期
が
一
五

三
〇
年
頃
〜
一
六
三
〇
年
頃
迄
の
約

百
年
間
で
あ
っ
た
為
、
そ
の
後
の
産

業
革
命
、
西
洋
技
術
の
影
響
を
受
け

る
こ
と
が
少
な
か
っ
た
か
ら
と
も
言

わ
れ
ま
す
が
、
元
来
、
自
然
改
変
を
最

小
限
に
抑
え
つ
つ
鉱
山
開
発
を
持
続

さ
せ
る
な
ど
、
自
然
と
の
共
生
を
大

切
に
し
、
山
や
森
、
自
然
に
対
す
る
繊

細
な
感
受
性
、
畏
敬
の
念
な
ど
、
日
本

の
先
人
は
、
環
境
へ
の
意
識
を
理
性

と
し
て
で
な
く
、
感
性
と
し
て
古
く

か
ら
持
ち
合
わ
せ
て
い
た
こ
と
に
よ

る
も
の
で
す
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
今
改
め
て

問
い
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
日
本

人
の
日
本
人
た
る
、
い
わ
ば
Ｄ
Ｎ
Ａ

を
み
る
思
い
が
し
、
感
動
を
覚
え
ま

す
。

「
自
然
を
敬
い
、
恵
み
を
い
た
だ
き

な
が
ら
末
永
く
上
手
に
付
き
合
う
」、

空
か
ら
の
石
見
銀
山
全
景
：
手
前
は
大
森
の
町
並
み
、

奥
が
鉱
山
本
体

鉱
山
の
山
、
仙
ノ
山
本
谷
地
区
釜
屋
間
歩
付
近
。
森

林
の
中
に
遺
跡
が
埋
も
れ
、
調
査
が
続
く

こ
の
こ
と
こ
そ
「
温
故
知
新
」。
石

見
銀
山
に
学
ぶ
べ
き
哲
学
、
世
界
遺

産
と
し
て
世
界
に
発
信
す
べ
き
メ
ッ

セ
ー
ジ
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
石
見
銀

山
遺
跡
を
守
り
、
活
か
す
上
で
の
基

本
理
念
だ
と
改
め
て
実
感
し
て
お
り

ま
す
。

史
跡
の
一
部
や
周
囲
の
景
観
を
構
成

す
る
重
要
な
要
素
と
し
て
の
森
林
に

は
国
有
林
が
含
ま
れ
、
同
様
に
多
く

の
国
有
林
を
抱
え
る
国
立
公
園
三
瓶

山
を
も
つ
当
市
は
、
再
び
輝
き
始
め

ま
し
た
。

自
然
・
歴
史
・
ひ
と
が
光
り
輝
く
当

市
の
ま
ち
づ
く
り
に
と
り
、
二
箇
所

の
国
有
林
は
極
め
て
大
き
な
要
素
で
あ

り
、
永
く
共
生
し
て
行
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。


